
1

水
文
地
質
構
造
の
整
理
手
法


水
文
地
質
構
造
の
整
理
手
法
に
つ
い
て

a．
広
域
の
水
文
地
質
構
造

・
国
土
地
理
院
1
/2
5
,0
0
0
地
形
図
と
、
地
質
に
係
る
文
献
・
資
料
を
整
理
し
、

最
新
の
文
献
・
資
料
や
、
現
地
調
査
結
果
（
現
地
踏
査
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
）
と
の
整
合
を
考
慮
し
て
把
握
。

→
準
備
書
で
は
、
最
も
整
合
が
取
れ
て
い
る
文
献
・
資
料
『
諏
訪
の
自
然
誌
・

地
質
編
』
（
諏
訪
の
自
然
誌
･地

質
編
編
集
委
員
会
、
1
9
7
5
）
の
記
載
及
び

付
図
諏
訪
地
質
図
に
基
づ
き
整
理
し
た
。

b
．
対
象
事
業
実
施
区
域
の
水
文
地
質
構
造

・
測
量
成
果
1
/7
,0
0
0
地
形
図
と
、
上
記
文
献
等
を
参
考
に
現
地
調
査
結
果

（
現
地
踏
査
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
）
を
基
に
、
詳
細
地
質
図
を
作
成
し
て
把

握
。

資料1-2



2

既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
①
（
熊
井
・
赤
羽
、
1
9
9
4
）

熊
井
（
2
0
1
5
）
「
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
四
賀
」
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
計
画
に
関
す
る
問
題
点
」
で
引
用
し
て
い
る
地
質
図

→
熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4
）
表
層
地
質
図
「
諏
訪
」
．
土
地
分
類
基
本
調
査
．
長
野
県
．
（
地
質
平
面
図
及
び
断
面
図
）

熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4
）
表
層
地
質
図
「
諏
訪
」
．
土
地
分
類
基
本
調
査
．
長
野
県
．
（
地
質
平
面
図
及
び
断
面
図
）
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既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
②
（
各
地
質
図
の
比
較
）

①
熊
井
（
1
9
7
5
）
及
び
③
熊
井
（
1
9
8
2
）
の
地
質
図
は
平
面
図
、
断
面
図
共
に
整
合
が
取
れ
て
い
る
が
、
両
文
献
共
、
調
査
範

囲
に
は
茅
野
横
河
川
流
域
が
入
っ
て
い
な
い
。

④
熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4
）
は
、
②
諏
訪
の
自
然
誌
･地

質
編
編
集
委
員
会
（
1
9
7
5
）
の
地
質
図
と
整
合
が
取
れ
て
い
る
。

④
熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4
）
の
地
質
図

①
熊
井
（
1
9
7
5
）
の
地
質
図

③
熊
井
（
1
9
8
2
）
の
地
質
図

②
諏
訪
の
自
然
誌
･
地
質
編
編
集
委
員
会
（
1
9
7
5
）
の
地
質
図

取
り
ま
と
め
（
ほ
ぼ
同
じ
内
容
）

対
応
し
て
い
る

北
大
塩
大
清
水
湧

水
の
湧
出
機
構
を

解
析
す
る
た
め
の

地
質
図

（
等
高
線
あ
り
）

北
大
塩
大
清
水
湧

水
の
湧
出
機
構
を

解
析
す
る
た
め
の

地
質
図

（
等
高
線
な
し
）

諏
訪
地
域
全
体
の

地
質
を
検
討
し
た

地
質
図
（
5
万
分

の
1
） 諏
訪
地
域
全
体
の

地
質
を
検
討
し
た

地
質
図
（
霧
ヶ
峰

火
山
岩
類
に
つ
い

て
は
詳
細
な
分
類

が
あ
る
）
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既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
③

②
諏
訪
の
自
然
誌
･
地
質
編
編
集
委
員
会
（
1
9
7
5
）
の
地
質
図

④
熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4
）
の
地
質
図

出
典
）
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
編
集
委
員
会
（
19
75
）
「
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
」
出
典
）
熊
井
・
赤
羽
（
19
94
）
「
表
層
地
質
図

諏
訪
」
（
土
地
分
類
基
礎
調
査

長
野
）

対
応
す
る
層

④
熊
井
・赤
羽
（1
99
4）
は
、
他
地
域
と
対
比
す
る
た
め
、
②
諏
訪
の
自
然
誌
・地
質
編
編
集
委
員
会
（1
97
5）
を
引
用
し
て
、
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
に
つ
い
て
、

第
Ⅰ
期
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
を
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅰ
、
第
Ⅱ
期
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
を
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅱ
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。

安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅱ
）

A
k2 A
k1

安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅰ
）

A
e
1
安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
塩
嶺
累
層
）

Q
d

石
英
閃
緑
岩
・
花
崗
閃
緑
岩

M
d
変
質
斑
れ
い
岩
・
変
質
輝
緑
岩

（
諏
訪
の
自
然
誌
・
地
質
編
編
集
委
員
会
、
19
75
）

（
熊
井
・赤

羽
、
1
99
4
）

引
用

A
k2

A
k1

A
k1

A
k2

A
e1

Q
d

M
d
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【霧
ヶ
峰
南
西
麓
の
地
史
】

①
花
崗
岩
類
（約
1.0
00
万
年
前
頃
）

グ
リ
ー
ン
タ
フ
と
呼
ば
れ
る
主
に
火
山
性
の
海
成
層
が
堆
積
し
、
そ
の

後
、
土
地
の
隆
起
運
動
、
花
崗
岩
類
（深
成
岩
類
）の
岩
体
の
貫
入
。

→
現
在
は
、
花
崗
岩
類
の
岩
体
の
一
部
が
地
表
に
分
布
。

②
古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（塩
嶺
累
層
）（
約
15
0万
年
前
頃
～
）

グ
リ
ー
ン
タ
フ
期
の
変
動
に
よ
り
生
じ
た
構
造
的
に
弱
い
箇
所
に
生
じ

た
断
層
群
に
よ
る
網
目
状
の
裂
か
（裂

け
目
）か
ら
噴
出
し
た
火
山
砕

屑
岩
類
な
ど
が
堆
積
、
上
面
は
ほ
ぼ
水
平
。

③
-1
霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
下
部
火
山
岩
類
（約
13
0万
年
前
頃
）

霧
ヶ
峰
地
域
に
お
い
て
、
古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（塩
嶺
累
層
）と
同
じ

裂
か
か
ら
板
状
節
理
が
発
達
す
る
溶
岩
が
数
回
に
分
け
て
比
較
的
狭

い
範
囲
に
集
中
し
て
水
平
に
噴
出
（鉄
平
石
が
ま
と
ま
っ
て
採
れ
る
た

め
、
鉄
平
石
採
石
場
が
立
地
）

③
-2
霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
上
部
火
山
岩
類
（約
85
万
年
前
頃
）

霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
下
部
火
山
岩
類
と
同
様
の
溶
岩
が
、
広
範
囲
に
噴
出

し
、
現
在
の
霧
ヶ
峰
の
山
麓
部
を
形
成
（霧
ヶ
峰
火
山
の
主
要
な
活
動

が
開
始
）

④
-1
～
3霧
ヶ
峰
第
Ⅱ
期
火
山
岩
類
（約
75
万
年
前
頃
）

噴
火
口
を
移
動
し
な
が
ら
、
徐
々
に
現
在
の
高
標
高
地
を
形
成

→
そ
の
後
、
開
析
（侵
食
）さ
れ
、
な
だ
ら
か
な
高
原
状
に
な
る
。

（参
考
文
献
）

・熊
井
（1
99
7）
「諏
訪
湖
の
生
い
立
ち
－
諏
訪
盆
地
と
そ
の
周
辺
の
地
史
の
概
要
－
」

・諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
編
集
委
員
会
（1
97
5）
「諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
」
ほ
か

②

③
-1

③
-2

③
-2

③
-2 ②

④
-1④
-3

①
②

③
-1

③
-2

④
-2

④
-1

注
）
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
編
集
委
員
会
（
19
75
）
「
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
」
を
基
に
作
成

し
た
地
質
図
を
国
土
地
理
院
地
図
情
報
を
基
に
地
質
図
を
３
D
表
示
し
た
。

【
3
D
地
形
上
に
表
現
し
た
地
質
図
】

花
崗
岩
類

古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（
塩
嶺
累
層
）

第
Ⅰ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅰ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
中
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

①②

③
-1

③
-2

④
-1

④
-2

④
-3

古新

④
-2

D

D
‘

既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
④
（
霧
ヶ
峰
南
西
麓
の
地
史
）

①
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既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
⑤
（
熊
井
・
赤
羽
、
1
9
9
4
）

地
質
平
面
図

安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅱ
）

安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅰ
）

安
山
岩
質
溶
岩
・
火
砕
岩
（
塩
嶺
累
層
）

石
英
閃
緑
岩
・
花
崗
閃
緑
岩

変
質
斑
れ
い
岩
・
変
質
輝
緑
岩

A
k2 A
k1

A
e1 Q
d

Q
d

A
e1

A
k1

A
e1

A
e1

A
k1

A
k1

A
k1

A
k1

対
象
事
業
実
施
区
域
の
北
側
：

踊
場
湿
原
付
近
で
は
塩
嶺
累
層
（
A
e
1
）
の
上
を
霧
ヶ

峰
火
山
岩
類
Ⅰ
（
A
k1
）
が
覆
い
西
に
傾
斜
（
塩
嶺
累
層

の
下
部
の
構
造
は
不
明
）

対
象
事
業
実
施
区
域
の
南
側
：

石
英
閃
緑
岩
・
花
崗
閃
緑
岩
（
Q
d
）
の
ピ
ー
ク

を
境
に
西
に
傾
斜
、
そ
の
上
を
塩
嶺
累
層
（
A
e
1
）

が
覆
い
、
更
に
上
を
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
Ⅰ
（
A
k1
）

が
ほ
ぼ
水
平
に
覆
う

A
k2

地
質
断
面
図

（
垂
直
：
水
平
＝
5
：
1
）

A
k1

A
e1

㋒
花
崗
岩
類
の
ピ
ー
ク

㋐
踊
場
湿
原

A

A
’

B
’

B

Q
d

A
e1

A
k1

㋒

B
’

B

角 間 川

茅 野 横 河 川

A
k1

A
e1

Q
d

A
k1

A
k1

M
d

㋑
霧
ヶ
峰

農
場

A
k1

A
e1

A
k2

Q
d

㋐

A

角 間 川

A
’
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Q
d

A
e
1A
k1

㋒

B
’

B

角 間 川

茅 野 横 河 川

①

②③

熊
井
・
赤
羽
（
1
9
9
4）

既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
⑥

注
）
１
．
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
編
集
委
員
会
（
19
75
）
「
諏
訪
の
自
然
誌
･地
質
編
」
を
基
に
作
成

し
た
地
質
図
を
国
土
地
理
院
地
図
情
報
を
基
に
地
質
図
を
３
D
表
示
し
た
。

２
．
地
質
断
面
の
位
置
は
概
ね
の
位
置
を
示
す
。

【
3
D
地
形
上
に
表
現
し
た
地
質
図
】

D

D
‘

㋐
踊
場
湿
原

地
形
及
び
地
質
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
諏
訪
の
自
然
誌
・地
質
編
編
集
委
員
会
（1
97
5）
の
地
質
図
を
地
形
図
を
基
に
3D
表
示
し
た
。

地
形
的
に
は
、
㋑
の
尾
根
は
、
茅
野
横
河
川
と
檜
沢
川
の
地
形
的
分
水
嶺
と
な
っ
て
い
る
。

地
質
的
に
は
、
㋐
よ
り
南
側
で
は
、
㋑
の
尾
根
と
㋒
を
結
ぶ
地
域
を
境
に
②
古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（塩
嶺
累
層
）以
降
の
地
質
に
つ
い
て
分
布
に
差

異
が
生
じ
て
お
り
、
地
形
及
び
地
質
分
布
か
ら
②
の
時
代
に
は
、
こ
こ
に
①
花
崗
岩
類
の
形
状
を
反
映
し
た
尾
根
状
地
形
が
存
在
し
た
と
推
定
し
た
。

㋒
花
崗
岩
類
の
ピ
ー
ク

①

②

③
-1

③
-2

③
-2

③
-2 ②

④
-3

④
-2

④
-1

①
②
③
-1

③
-2

④
-2

A

A
’

B

B
’

垂
直
:水
平
＝
5
:1

垂
直
:水
平
＝
5
:1

（
諏
訪
の
自
然
誌
・
地
質
編
編
集
委
員
会
、
19
75
）

（
熊
井
・赤

羽
、
1
99
4
）

花
崗
岩
類

古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（
塩
嶺
累
層
）

第
Ⅰ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅰ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
中
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

①②

③
-1

③
-2

④
-1

④
-2

④
-3

古新

㋑
霧
ヶ
峰

農
場

A
k1

A
e
1

A
k2

Q
d

㋐

A

角 間 川 ①

①

③

④

熊
井
・
赤
羽
（
19
94
）A
’
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既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
⑦

諏
訪
の
自
然
誌
・地
質
編
編
集
委
員
会
（1
97
5）
の
地
質
図
と
地
形
と
の
関
係

※
空
中
写
真
は
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
「日
本
の
典
型
地
形
に
つ
い
て
2-
13
火
山
性
高
原

霧
ケ
峰
高
原

地
理
院
地
図
3D
」に
加
筆

ht
tp
s:/
/c
yb
er
jap
an
da
ta
.gs
i.go
.jp/
3d
/s
ite
/in
de
x.h
tm
l?d
id=
ga
zo
1&
lat
=3
6.1
12
77
79
94
63
29
9&
lon
=1
38
.17
83
10
39
42
87
08
&z
=1
3&
cp
x=
-5
0.8
86
&c
py
=-
4.4
54
&c
pz
=2
4.2
49
&c
ux
=-
0.3
29
&c
uy
=-
0.1
11
&c
uz
=0
.93
8&
ct
x=
0.0
00
&c
ty
=0
.00
0&
ct
z=
0.0
00
&a
=1

・

・諏
訪
の
自
然
誌
・地
質
編
編
集
委
員
会
（1
97
5）
で
は
、
㋑
霧
ヶ
峰
農
場
か
ら
㋒
花
崗
岩
類
（q
D
）の
ピ
ー
ク
に
か
け
て
の
尾
根
部
を
境
に

し
て
西
側
に
は
花
崗
岩
類
を
古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（E
n）
が
覆
い
、
更
に
そ
の
上
を
霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
下
部
火
山
岩
類
（鉄
平
石
層
）（
KⅠ

a、
KⅠ

a’
）が
覆
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
側
に
は
霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
下
部
火
山
岩
類
（鉄
平
石
層
）（
KⅠ

a、
KⅠ

a’
）が
分
布
せ
ず
、
花
崗
岩
類

（q
D
）を
霧
ヶ
峰
第
Ⅰ
期
上
部
火
山
岩
類
（K
Ⅰ
b）
が
覆
っ
て
い
る
。

㋒

車
山

踊
場
湿
原

諏
訪
湖

対
象
事
業

実
施
区
域 ㋑

㋐

踊
場
断
層

（
諏
訪
の
自
然
誌
・
地
質
編
編
集
委
員
会
、
19
75
）

（
３
D
地
形
図
）
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既
存
文
献
・
資
料
に
お
け
る
地
質
図
の
整
理
⑧

熊
井
（1
97
5、
19
82
）の

詳
細
な
調
査
範
囲
で
あ
る
霧
ヶ
峰
牧
場
よ
り
も
西
側
に
つ
い
て
は
、
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

の
分
類
は
異
な
る
も
の
の
、
北
大
塩
大
清
水
湧
水
の
湧
出
機
構
と
し
て
重
要
な
花
崗
岩
類
の
表
面
構
造
（西

傾
斜
）と
そ
の
上
を
覆
う
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類
と
の
関
係
は
整
合
し
て
い
る
。

前
島
川

（
北
山
沢
）

藤
原
川

熊
井
（
1
9
7
5
）

一
部
加
筆

準
備
書

北
大
塩
大
清
水
湧
水

（
投
影
）

北
大
塩
大
清
水
湧
水

熊
井
（
1
9
7
5
、
1
9
8
2
）
の
調
査
範
囲

凡
例

名
称

A
i

相
の
倉
沢
角
閃
石
安
山
岩

H
o
A
u

角
閃
石
普
通
輝
石
安
山
岩

H
y(
H
i)

檜
沢
含
角
閃
石
両
輝
石
安
山
岩

F
u

福
沢
山
両
輝
石
安
山
岩

A
u
H
y

両
輝
石
安
山
岩

J
u

十
五
社
含
カ
ン
ラ
ン
石
両
輝
石
安
山
岩

G
花
崗
岩
類

Fu

H
y

H
o
A
u

A
i

A
u
H
y

Ju
Ju

Ju
Fu

H
i

H
i

（
諏
訪
の
自
然
誌
・
地
質
編
編
集
委
員
会
、
19
75
）

（
熊
井
、
19
7
5）

花
崗
岩
類
の
表
面
構
造

花
崗
岩
類
の
表
面
構
造

①

③
-1

③
-2

③
-2

②

④
-3

④
-2

④
-1

④
-2

③
-2

①
②

②

③

③
-2

④
-1

④
-1

④
-2

①

③
③

③
-1

④

④

④

花
崗
岩
類

古
期
火
山
砕
屑
岩
類
（
塩
嶺
累
層
）

第
Ⅰ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅰ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
中
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

第
Ⅱ
期
上
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

①②

③
-1

③
-2

④
-1

④
-2

④
-3

古新



1
0

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
に
基
づ
く
修
正
①
（
D
-
D
’
断
面
）

D
-D
’断
面
（修
正
前
）

D
-D
’断
面
（修
正
後
）

拡
大
図
（
修
正
前
）

拡
大
図
（
修
正
後
）

D
-D
‘断
面
上
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
地
点
N
o
.3
及
び
N
o
.4
に
つ
い
て
、
調
査
結
果
を
基
に
断
面
図
を
修
正
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.3
地
点
（
G
L-
1
8
.4
5
～
-4
2
.0
1
m
）

第
Ⅱ
期
（
中
部
）
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

→
第
Ⅰ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.4
地
点
（
G
L-
4
.8
0
～
-1
3
.7
2
m
）

第
Ⅰ
期
下
部
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

→
第
Ⅱ
期
（
中
部
）
霧
ヶ
峰
火
山
岩
類

①
②

③
-2

④
-1

④
-1

④
-2

③
-1

①

②③
-1

④
-1

④
-2

④
-2

①
②

③
-2

④
-1

④
-1

④
-2

③
-1

①
②③
-1

④
-1

④
-2

③
-2

③
-2

①②③
-1

③
-2

④
-2

④
-1

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.3

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.4

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.3

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.4

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.3

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.4

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.3

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.4



1
1

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
に
基
づ
く
修
正
②
（
B
調
整
池
）

B
調
整
池
と
F湿

地
の
中
間
地
点
（
N
o
.1
）
及
び
B
調
整
池
下
流
（
N
o
.2
）
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
基
に
縦
断
図
を
修
正
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.1
地
点
（
G
L-
7
.5
～
1
2
.0
m
）

湿
地
Fの

帯
水
層
の
火
山
砕
屑
岩
（
凝
灰
角
礫
岩
）
（
Tf
（
Ⅰ
）
）
が
分
布

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
２
地
点
（
G
L-

7
.5
～
8
.9
m
）

火
山
砕
屑
岩
類
（
凝
灰
角
礫
岩
）
（
Tf
（
Ⅰ
）
）
が
分
布
（
堤
体
位
置
に
比

べ
て
河
床
谷
底
堆
積
物
（
D
to
）
が
厚
く
堆
積
し
て
お
り
窪
地
状
構
造
と
考
え
ら
れ
る
）

B
調
整
池
縦
断
（修
正
前
）

B
調
整
池
縦
断
（修
正
後
）

F湿
地

B
調
整
池
縦
断

追
加

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.2

A
n
(Ⅰ

)2

A
n
(Ⅰ

)1
D
to

F

A
n
(Ⅰ

)2

A
n
(Ⅰ

)1
D
to

F
Tf
(Ⅰ

)1

A
n
(Ⅰ

)3

A
n
(Ⅰ

)3

F湿
地
の
帯
水
層

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.2

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.1

追
加

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.1

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.1
及
び
N
o
.2
に
よ
り
F湿

地
と
堤
体
間
の
地
質
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

F湿
地
の
帯
水
層
を
掘
削
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

→
F湿

地
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
。


